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は
じ
め
に

室
町
期
の
祇
園
会
を
見
物
す
る
こ
と
は
、
別
稿①
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
公
武
政
権

を
構
成
す
る
室
町
殿
（「
室
町
幕
府
の
頭
首
、
将
軍
家
の
家
父
長②
」）
や
内
裏
（
禁
裏
、
天

皇
）、
あ
る
い
は
仙
洞
（
治
天
、
上
皇
）
に
と
っ
て
政
治
的
な
意
味
合
い
の
濃
い
行
為

で
あ
っ
た
。

逆
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
室
町
期
の
祇
園
会
が
、
当
時
京
都
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
数
あ
る
祭
礼
の
な
か
で
も
特
異
な
位
相
に
お
か
れ
た
祭
礼
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
微
視
的
な
観
点
か
ら
、
室
町
期
の
祇
園
会

を
人
び
と
が
見
物
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
室
町
期
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
「
見
物
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
室
町
殿
を
は
じ
め
と
し
た
武
家
や
公
家
、
あ
る
い
は
僧
侶
に

よ
る
見
物
で
あ
り
、
地
下
人
や
町
人
と
い
っ
た
衆
庶
の
見
物
を
意
味
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
衆
庶
の
見
物
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い③
が
、
室

町
期
の
祇
園
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
人
び
と
に
よ
る
見
物
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
大
塚
活
美
氏
に
よ
る
「
室
町
将

軍
・
異
国
使
節
等
の
祇
園
祭
見
物
―
中
世
に
お
け
る
首
都
京
都
の
祭
礼
―④
」
と
題
さ
れ
た

論
考
の
存
在
で
あ
る
。
大
塚
氏
は
こ
の
論
考
の
な
か
で
、「
室
町
将
軍
」「
武
家
・
天

皇
・
異
国
使
節
等
」「
住
民
等
」
の
「
祇
園
祭
見
物
」
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
を
加

え
ら
れ
た
う
え
、「
祇
園
祭
は
首
都
京
都
の
祭
礼
で
あ
っ
た
た
め
に
権
力
者
と
の
関
わ

り
を
い
ろ
い
ろ
と
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
山
鉾
等
を
出
す

下
京
の
住
民
に
祭
り
に
熱
狂
さ
せ
る
意
欲
を
沸
き
立
た
せ
る
こ
と
に
な
り
、
中
世
の

日
本
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
礼
へ
と
発
展
さ
せ
た
と
い
え
る
」
と
結
論
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
結
論
自
体
は
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
私
見⑤
で
は
、

中
世
の
祇
園
会
は
、
室
町
期
と
戦
国
期
と
の
あ
い
だ
に
祭
礼
そ
の
も
の
の
あ
り
か
た

か
ら
し
て
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
大
塚
氏
の
よ
う
に
室
町

期
と
戦
国
期
を
そ
の
ま
ま
同
列
に
論
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、本
稿
で
は
、こ
の
点
に
も
留
意
し
て
、も
う
少
し
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
室
町
期
の
祇
園
会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
大
塚
氏
が
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
な
ど
に
も
言
及
で
き

れ
ば
と
思
う
。

一　

足
利
尊
氏
・
義
詮
の
祇
園
会
見
物

（
１
）
尊
氏
の
祇
園
会
見
物

と
こ
ろ
で
、
別
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
室
町
殿
に
よ
る
祇
園
会
見
物
に
お
も
な
軸
足

祇
園
会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と

―
室
町
期
に
お
け
る

―

河　

内　

将　

芳
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を
お
い
た
た
め
、
最
初
の
室
町
殿
と
目
さ
れ
る
足
利
義
満
の
時
期
を
始
点
に
検
討
を

加
え
た
。
し
た
が
っ
て
、そ
の
父
足
利
義
詮
や
祖
父
足
利
尊
氏
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
く
わ
し
く
み
な
か
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
ふ
た
り
の
時
期
と
義
満
期

以
降
と
の
関
係
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
糸
口
に
し
て
本
稿
で
の
作
業
を
は
じ
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
が
、
と

は
い
う
も
の
の
、
す
で
に
二
木
謙
一
氏⑥
や
大
塚
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
ふ
た
り
の
時
期
に
関
す
る
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
し
か
も
断
片
的
な
も
の
ば

か
り
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
義
満
期
以
降
の
よ
う
な
一
定
の
特
徴
を
読
み
と
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
。

た
と
え
ば
、
尊
氏
に
よ
る
見
物
の
初
見
で
あ
る
と
同
時
に
唯
一
と
も
い
え
る
『
賢

俊
僧
正
日
記⑦
』
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
六
月
一
四
日
条
の
記
事
を
み
て
も
、つ
ぎ
の

よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

将（
足
利
尊
氏
）

軍
・
羽

（
足
利
義
詮
）

林
所
望
之
間
、
祇
園
会
棧
敷
用
意
、
御（

平
登
子
）台同

入
御
、
三
条
烏
丸
南

頬
也
、
面
七
間
打
之
、

右
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
「
将
軍
」（
征
夷
大
将
軍
足
利
尊
氏⑧
）
と
「
羽
林
」（
左
近

衛
中
将
足
利
義
詮⑨
）
ふ
た
り
の
「
所
望
」
に
よ
っ
て
、
日
記
の
記
主
で
あ
る
賢
俊
が

「
面
七
間
」
に
お
よ
ぶ
「
祇
園
会
棧
敷
」
を
「
三
条
烏
丸
南
頬
」
に
「
用
意
」
し
た
こ

と
、
ま
た
そ
の
棧
敷
に
は
「
御
台
」（
尊
氏
の
妻
に
し
て
義
詮
の
母
で
あ
る
平
登
子
）
も

「
入
御
」
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

棧
敷
が
「
三
条
烏
丸
南
頬
」
に
構
え
ら
れ
た
の
は
、
六
月
一
四
日
に
三
基
の
神
輿

が
三
条
大
路
を
渡
御
す
る
か
ら
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
と
き
尊
氏
ら
は
い
っ
た
い

な
に
を
見
物
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
右
の
記
事
か
ら
だ

け
で
は
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
二
木
氏
や
大
塚
氏
ら
先
行
研
究
で
も

思
い
の
ほ
か
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
た
め
、
古
記
録
を
も
と
に
、
山
や
鉾
な
ど
い

わ
ゆ
る
風
流
が
登
場
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
鎌
倉
末
期⑩
か
ら
応
仁
・
文
明
の

乱
に
よ
っ
て
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
る
時
期
ま
で
の
風
流
の
内
容
を
管
見
の
か
ぎ
り
一

覧
表
（
表
1
）
に
し
て
み
た⑪
。
す
る
と
、い
く
つ
か
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
表
1
の
う
ち
、
尊
氏
ら
が
見
物
し
た
文
和
四
年
以
前
の
状
況
を
み
て

み
る
と
、
風
流
と
し
て
は
、
歩
田
楽
・
馬
長
・
定
鉾
・
作
山
（
造
山
、
造
物
山
）・
鉾

な
ど
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
尊
氏
ら
が
六
月
一
四
日
に
見
物
し

た
と
い
う
事
実
を
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
歩
田
楽
・
馬
長
・
鉾
を
見
物
し
た
と
い

う
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
と
き
尊
氏
ら
は
神
輿
渡
御
そ
の
も
の
も
見
物
し
た
可
能
性
は
高

い
が
、
こ
の
時
期
の
史
料
自
体
き
わ
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
風
流
に
し
て
も
、

神
輿
渡
御
に
し
て
も
あ
く
ま
で
可
能
性
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
さ

ら
に
検
討
を
す
す
め
る
た
め
に
も
、
こ
の
と
き
父
尊
氏
と
と
も
に
祇
園
会
を
見
物
し

た
義
詮
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
祇
園
会
を
見
物
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
も
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
２
）
義
詮
の
祇
園
会
見
物

そ
の
義
詮
が
祇
園
会
を
見
物
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ま
た
管
見
の
か
ぎ
り
で
も
わ
ず
か
に
三
回
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
史
料

を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

今
日
大

（
足
利
義
詮
）

樹
被
見
物
云
々
、
土
岐
宮（

直
氏
）内

少
輔
侍
所
構
浅（

棧
）敷

云
々
、

今
日
鎌（

足
利
義
詮
）

倉
大
納
言
、
於
三
条
烏
丸
□
□
□
□

〻
〻
〻
〻
構
浅（

桟
）敷

、
執
筆〻事

治（
斯
波
義
将
）

部
大
輔
用
意
之
、



三

祇
園
会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と

3

表 1　室町期祇園会風流一覧
西暦 年 月日 確認できる風流の内容 典拠

1322 元亨2年 6月14日 院歩田楽 花園天皇宸記
1323 元亨3年 6月14日 馬長 桙衆 花園天皇宸記
1332 元弘2年 6月7日 桙等無音 花園天皇宸記

1340 暦応3年 6月7日 鉾 師守記
6月14日 文殿歩田楽 馬長 師守記

1342 康永元年 6月14日 歩田楽 馬長 鋒衆 師守記
1344 康永３年 6月14日 文殿歩田楽 馬長 鉾 師守記

1345 康永4年（貞和元年）
6月7日 定鉾 山以下作物

（8日） 師守記

6月14日 文殿歩田楽 馬長 鉾 師守記

1347 貞和3年
6月7日 鉾冷然 師守記

6月14日 文殿歩田楽
なし 馬長なし 師守記

1349 貞和5年 6月7日 鉾冷然 師守記
6月14日 文殿歩田楽 師守記

1351 観応２年 6月14日 馬長 園太暦

1358 延文3年 6月7日 桙衆風流止む 柳原家記録・続史愚抄

1361 康安元年（延文6年） 6月7日 風流に及ばず 進献記録抄簒

1364 貞治3年 6月7日 定鉾 久世舞車 作山風流等
なし 鉾冷然 師守記

6月14日 定鉾 久世舞車 作山等なし 鉾冷然 師守記

1365 貞治4年
6月7日 定鉾 久世舞車

なし
作山風流等
なし 鉾冷然 師守記

6月14日 久世舞車
なし 笠鷺鉾なし 作山一両 師守記

1367 貞治6年
6月7日 久世舞車

なし
作山以下な
し 鉾冷然 師守記

6月14日 久世舞車
一両 作山三両 師守記

1370 応安３年 6月14日 毘沙門堂日
照笠止む 京中鉾等 後愚昧記

1374 応安7年 6月7日 下辺鉾等 後愚昧記
6月14日 鉾等下辺経営 後愚昧記

1376 永和2年 6月7日 造物山 下辺鉾 後愚昧記
6月14日 鉾等、高大鉾 後愚昧記

1378 永和4年 6月7日 鉾 後愚昧記
1380 康暦2年 6月7日 洛中風流 迎陽記

1383 永徳3年 6月7日 鉾六七帳、飾
鉾一帳 吉田家日次記

1399 応永6年 6月7日 風流 迎陽記
6月14日 山 鉾 迎陽記

1401 応永8年 6月7日 定桙
なし 最小桙一 康富記

1402 応永9年 6月7日 鉾風流なし 吉田家日次記
6月14日 鉾なし 吉田家日次記

1409 応永16年 6月7日 桙 教言卿記

1415 応永22年 6月7日 地下用意ホコ
等 満済准后日記

7月4日 風流一切なし 満済准后日記

1419 応永26年 6月7日 山 桙 康富記
6月14日 山 桙 康富記

1420 応永27年 6月14日 山 笠等 看聞日記
1421 応永28年 6月7日 舞車 花営三代記

1422 応永29年
6月7日 山 桙 康富記

6月14日 山、船 桙、笠 康富記・兼宣公
記

1424 応永31年

6月7日 山 ホコ 満済准后日記・
兼宣公記

6月14日 定桙 山 渡物、杵笠
看聞日記・満済
准后日記・兼宣
公記

1425 応永32年 6月7日 笠風流、桙 看聞日記・薩戒
記・兼宣公記
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1426 応永33年 6月14日 風流桙 兼宣公記

1427 応永34年
6月7日 ホコ以下風流

物共
満済准后日記・
兼宣公記

6月14日 山以下風流 風流桙 満済准后日記・
兼宣公記

1428 正長元年 6月7日 所々風流 師郷記
6月14日 山 所々風流、笠 師郷記・建内記

1430 永享２年 6月14日 風流等 師郷記

1431 永享３年 6月14日 山 風流笠等
満済准后日記・
師郷記・看聞日
記

1432 永享4年 6月7日 渡物 看聞日記

1436 永享８年 6月14日 北畠笠鷺杵、
大舎人杵 看聞日記

1437 永享9年
6月7日 風流等 師郷記

6月14日 大舎衛杵、北
畠笠鷺杵 風流以下 看聞日記・師郷

記
1438 永享10年 6月14日 笠鷺、大舎衛 看聞日記

1439 永享11年 6月14日
馬長事近代
沙汰に及ば
ざるか

山 笠・拍子物等 建内記

1441 嘉吉元年
6月7日 桙・笠等 建内記

6月14日 笠鷺杵、大舎
衛 鉾・笠 建内記・看聞日

記

1442 嘉吉2年 6月7日 山 桙 康富記
6月14日 山、船 風流桙、笠 康富記

1443 嘉吉3年

6月7日 山 桙 康富記

6月14日
毘沙門堂鷺
舞牛背に扈
う

山 桙 康富記・建内記

1444 文安元年 6月14日 山 笠已下 建内記
1446 文安３年 6月14日 風流 師郷記
1447 文安4年 6月7日 山 桙 康富記

1448 文安5年 6月7日 山、船桙 風流桙 師郷記・康富記
6月14日 山 桙 康富記

1449 文安６年（宝徳元年）

12月7日 山 桙 康富記・綱光公
記

12月14
日 山 笠桙已下 康富記

1450 宝徳2年
6月7日 山 笠桙等 康富記・綱光公

記

6月14日 山 笠以下 康富記・綱光公
記

1451 宝徳3年 6月7日 風流 師郷記・綱光公
記

6月14日 山 桙 師郷記

1452 宝徳４年（享徳元年）

12月28
日 山 桙 師郷記

12月29
日

風流等昨日悉
くこれあり 宗賢卿記

1453 享徳2年
6月7日 山 風流桙 師郷記

6月14日 去七日風流残
分 師郷記

1454 享徳３年 6月14日 矛以下 師郷記

1456 康正２年 7月7日 風流少々 師郷記
7月12日 風流少々 師郷記

1457 康正3年（長禄元年） 6月7日 渡物 経覚私要鈔

1459 長禄3年 6月7日 渡物七日十四
日を兼ねる 蔭凉軒日録

1464 寛正５年 6月14日 北畠跳 山 ホコ等 蔭凉軒日録・経
覚私要鈔

1465 寛正６年 6月14日 加々車 北畠跳 親元日記・蔭凉
軒日録
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浅（
桟
）敷

新
造
云
々
、

今
日
鎌
倉
前
大
納
言
義
詮
卿
征
夷
大
将
軍
、
三
条
東
洞
院
与
高
倉
間
南
頬
粟
飯
原

弾（
詮
胤
）正

左
衛
門
宿
所
構
棧
敷
五
間
、
被
見
物
云
々
、

右
の
記
事
は
す
べ
て
中
原
師
守
の
日
記
『
師
守
記⑫
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

順
番
に
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
六
月
七
日
条
、
同
年
六
月
一
四
日
条
、
そ
し
て
貞
治

六
年
（
一
三
六
七
）
六
月
一
四
日
条
と
な
る
。

ち
な
み
に
、『
師
守
記
』
貞
治
六
年
六
月
七
日
条
に
は
、「
今
日
大

（
足
利
義
詮
）

樹
不
被
見
物

云
々
、
若
関（

足
利
基
氏
）

東
兵
衛
督
事
近
々
之
間
、
被
斟
酌
歟
」
と
あ
り
、「
関
東
兵
衛
督
」
こ

と
、
義
詮
の
弟
で
鎌
倉
公
方
で
あ
っ
た
足
利
基
氏
が
同
年
四
月
二
六
日
に
亡
く
な
っ

た⑬
こ
と
が
影
響
し
て
義
詮
は
祇
園
会
を
見
物
し
な
か
っ
た
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
史
料
の
う
え
で
は
わ
ず
か
二
年
分

し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
義
詮
は
祇
園
会
を
六
月
七
日
と
一
四
日
と
も
に
見
物

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
義
詮
の
子
義
満
も
ま
た
、
将

軍
に
任
官
さ
れ
て
し
ば
ら
く
は
六
月
七
日
と
一
四
日
と
も
に
祇
園
会
を
見
物
し
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
こ
の
義
詮
を
先
例
に
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。そ

れ
で
は
、義
詮
が
見
物
し
た
も
の
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
ま
ず
風
流
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
、
ふ
た
た
び
表
1
を
み
て
み
る
と
、

こ
の
両
年
に
お
い
て
は
久
世
舞
車
・
定
鉾
・
作
山
・
鉾
と
い
っ
た
風
流
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。
た
だ
し
、
貞
治
三
年
の
と
き
は
、
六
月
七
日
・
一
四
日
と
も
に
「
作
山

風
流
等
无
之
」「
無
作
山
等
」
と
『
師
守
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、義
詮
も
ま

た
作
山
（
い
わ
ゆ
る
山
）
を
見
物
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
義
詮
が
確
実
に
見
物
し
た
風
流
と
い
う
の
は
、
久
世
舞
車
・
定
鉾
・

鉾
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
久
世
舞
車
と
は
、「
当
時
の
流
行
芸
能
で
あ
っ

た
久
世
舞
（
曲
舞
）
を
、
車
の
上
で
演
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ⑭
」
て
お
り
、
祇

園
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
貞
治
三
年
が
そ
の
初
見
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
鉾
と
は
、
貞
治
六
年
成
立
と
さ
れ
る
『
新
札
往
来⑮
』
に
み
え
る
「
所
々

定
鉾
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
新
札
往
来
』
に
お
く
れ
て
成
立
し
た
『
尺
素
往

来⑯
』
に
は
、「
山
崎
之
定シ

ツ
メ

鉾
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
油
商
人
と
し
て

知
ら
れ
る
大
山
崎
神
人
が
あ
る
時
期
か
ら
担
う
風
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

ち
な
み
に
、
中
世
祇
園
会
の
芸
能
に
つ
い
て
、「
神
社
側
が
主
体
と
な
る
神
輿
渡
御

に
と
も
な
う
芸
能
と
、
信
仰
者
集
団
側
が
主
と
な
る
芸
能
と
は
、
は
っ
き
り
区
別
し

て
考
え
て
み
る⑰
」
必
要
性
を
指
摘
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
山
路
興
造
氏
は
、
定
鉾

を
「
神
社
側
の
も
の
で
、
信
仰
者
側
が
新
た
に
調
進
し
始
め
た
鉾
の
こ
と
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る⑱
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
新
札
往
来
』
に
「
祇
園
御
霊
会
、
今
年
山
済
々
、
所
々
定
鉾
、
大
舎
人

鵲
鉾
」、
ま
た
『
尺
素
往
来
』
で
も
「
祇
園
御
霊
会
今
年
殊
結
構
、
山
崎
之
定シ

ツ
メ

鉾
、

大
舎
人
之
鵲

カ
サ
ヽ
キ

鉾
、
処
々
跳

ヲ
ト
リ

鉾
、
家
々
笠
車
、
風
流
之
造
山
、
八
撥
、
曲
舞
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
定
鉾
だ
け
を
ほ
か
の
山
や
鉾
と
切
り
は

な
し
て
別
物
と
考
え
る
ほ
う
が
不
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
、『
新
札
往
来
』『
尺
素
往
来
』
と
も
に
記
さ
れ
る
「
大
舎
人
鵲
鉾
」（「
大
舎
人

之
鵲
鉾
」）
が
、
室
町
期
に
お
い
て
は
六
月
一
四
日
の
山
鉾
の
ひ
と
つ
と
し
て
確
認
で

き
る⑲
以
上
、
定
鉾
も
ま
た
同
様
の
風
流
と
み
る
の
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

義
詮
が
見
物
し
た
と
考
え
ら
れ
る
風
流
の
う
ち
、
鉾
と
い
う
の
が
い
わ
ゆ
る
山
鉾

の
鉾
に
あ
た
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
貞
治
三
年
・
六
年
と
も
に
な
ぜ
か
「
鉾

以
下
冷
然
」「
鉾
冷
然
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、そ
れ
ほ
ど
は
な
や
か
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
ま
た
、
現
在
の
鉾
の
よ
う
な
車
を
そ
な
え
た
巨
大

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ

う
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
尊
氏
・
義
詮
父
子
が
見
物
し
た
風
流
と

い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
が
と
も
に
確
認
で
き
る
定
鉾
・
作
山
・
鉾
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
義
詮
の
場
合
は
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
風
流
と
と
も
に
神

輿
渡
御
も
見
物
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、『
師
守
記
』
貞
治
三
年
六
月
七
日
条
を
み
て
み
る
と
、「
山
門
訴
訟
」

に
と
も
な
っ
て
六
月
「
朔
日
」
に
祇
園
社
の
「
透
廊
」
に
出
せ
な
か
っ
た
神
輿
を
「
今

朝
侍
所
所
司
代
向
社
頭
奉
出
之
」、「
申
斜
御
行
」
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
義
詮
の
棧
敷
を
構
え
た
の
が
、
所
司
代
の
上
司
で
あ
る
侍
所
頭
人
「
土
岐

宮（

直

氏

）

内
少
輔
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
義
詮
が
風
流
だ
け
を
見
物

し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
む
し
ろ
不
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
六
月
七
日
に
は
、
三
基
の
神
輿
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、「
少
将
井
」

の
「
神
人
等
」
と
「
武
家
小
舎
人
雑
色
」
と
の
あ
い
だ
で
喧
嘩
が
お
こ
り
、そ
の
際
、

「
神
人
一
人
殺
害
」
さ
れ
、「
神
輿
ニ
付
血
」
い
た
た
め
、
神
輿
を
「
神
人
等
」
が
「
将

軍
御
所
」
へ
「
振
入
」
れ
よ
う
と
し
て
「
侍
所
馳
向
妨
申
」
す
と
い
っ
た
騒
動
が
お

こ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る⑳
。

結
局
、
神
輿
は
「
振
捨
路
頭
」
ら
れ
、「
其
後
入
御
旅
所
」
っ
た
が
、
こ
の
騒
動
は

翌
貞
治
四
年
に
も
ひ
き
つ
づ
き
、『
師
守
記
』
六
月
一
四
日
条
に
よ
れ
ば
、「
少
将
井

神
輿
」
は
「
為
武
家
沙
汰
、
仰
穢エ

ン
タ多

奉
舁
」
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
は
、
義
詮
の
母
平
登
子
が
五
月
四
日
に
亡
く
な
っ
た㉑
た
め
、「
依
大

（
足
利
義
詮
）

樹
喪

籠
」、「
大
名
等
不
及
見
物
」
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
義
詮
も
見
物
し
な
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
武
家
沙
汰
」
が
あ
っ
た
と
い
う
以
上
、
義
詮
の
時
代
に
は

祇
園
会
全
体
へ
の
幕
府
の
か
か
わ
り
が
か
な
り
強
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ

う
。す

で
に
二
木
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尊
氏
の
時
期
、「
祇
園
祭
礼

警
固㉒
」
に
幕
府
が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
尊
氏
も

ま
た
風
流
と
と
も
に
神
輿
渡
御
を
見
物
し
た
可
能
性
は
高
い
が
、
そ
れ
が
、
義
満
期

以
降
そ
の
比
重
が
山
鉾
に
う
つ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う

に㉓
、義
満
が
家
督
と
将
軍
職
を
継
承
し
た
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
こ
ろ
よ
り
お
よ
そ

一
〇
年
に
わ
た
り
、祇
園
社
の
本
社
で
あ
る
日
吉
七
社
の
神
輿
造
替
問
題
が
勃
発
し
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
た
祇
園
会
神
輿
渡
御
と
は
対
照
的
に
巡
行

を
つ
づ
け
た
山
鉾
を
義
満
が
棧
敷
を
構
え
て
見
物
し
た
こ
と
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
つ
と
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
義
満
と
山
鉾
と
の
あ
い
だ
に
特
別

な
関
係
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
尊
氏
や
義
詮
の

状
況
を
念
頭
に
お
い
た
と
き
、
そ
の
関
係
と
い
う
の
は
や
は
り
偶
然
と
い
っ
た
要
素

も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
義
満
に
よ
る
祇
園
会
見

物
の
あ
り
か
た
と
い
う
の
は
、
父
・
祖
父
の
時
期
を
先
例
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
あ
い

だ
に
大
き
な
断
絶
も
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。　

二　

棧
敷
と
見
物

（
１
）
棧
敷
の
実
相

前
章
で
は
、
尊
氏
・
義
詮
に
よ
る
祇
園
会
見
物
と
義
満
期
以
降
と
の
関
係
に
つ
い

て
み
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
場
で
見
物
し
た
の
か
と
い
う
点
に
目

を
う
つ
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
じ
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
も
、
大
塚

氏
の
論
考
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
尊
氏
の
見
物
の
よ
う
す
を
つ
た
え
る
『
賢
俊
僧
正
日
記
』

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
六
月
一
四
日
条
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、こ
の
と
き
尊
氏

ら
は
、
賢
俊
に
よ
っ
て
「
三
条
烏
丸
南
頬
」
に
構
え
ら
れ
た
棧
敷
で
祇
園
会
を
見
物

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
に
義
詮
の
見
物
を
つ
た
え
る
『
師
守
記
』
の
記
事
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
義

詮
も
ま
た
尊
氏
と
同
様
、
六
月
一
四
日
に
お
い
て
は
、「
三
条
烏
丸
」
や
「
三
条
東
洞
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院
与
高
倉
間
南
頬
」
に
棧
敷
を
構
え
て
見
物
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

尊
氏
や
義
詮
ら
は
、
お
お
よ
そ
三
条
烏
丸
か
ら
高
倉
小
路
の
あ
い
だ
の
南
頬
に
棧
敷

を
構
え
て
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
六
月
一
四
日
に
は
三
条
大
路
を
神
輿
が
渡

御
し
、
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
山
鉾
な
ど
風
流
も
巡
行
し
た
か
ら
だ
が
、
そ
こ
で
、
つ

ぎ
に
棧
敷
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
い
く
た
め
、
日
記
な
ど

古
記
録
に
み
え
る
関
連
記
事
を
管
見
の
か
ぎ
り
一
覧
表
に
し
て
み
る
と
表
2
の
よ
う

に
な
る
。

表
2
で
は
、
棧
敷
が
構
え
ら
れ
た
場
所
や
そ
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
る
記
事
だ
け

に
限
定
し
て
み
た
が
、
そ
れ
で
も
棧
敷
が
構
え
ら
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ

そ
六
月
七
日
は
四
条
烏
丸
か
ら
京
極
大
路
の
あ
い
だ
、
ま
た
六
月
一
四
日
は
三
条
烏

丸
か
ら
富
小
路
の
あ
い
だ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
、
京
極
大
路
と
富
小
路
と
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
義
満
が
四
条
京
極

の
京
極
宿
所
へ
、
ま
た
そ
の
子
義
持
が
三
条
富
小
路
の
細
川
宿
所
へ
御
成
し
て
、
そ

こ
に
構
え
ら
れ
た
棧
敷
で
祇
園
会
を
見
物
し
て㉔
以
降
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
だ
い

た
い
に
お
い
て
は
、
四
条
烏
丸
か
ら
万
里
小
路
の
あ
い
だ
と
三
条
烏
丸
か
ら
高
倉
小

路
の
あ
い
だ
に
棧
敷
が
構
え
ら
れ
る
の
が
通
常
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
棧
敷
の
規
模
や
構
成
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
の
義
満
に
よ
る
見
物
の

よ
う
す
を
つ
た
え
る
『
迎
陽
記㉕
』
六
月
一
四
日
条
の
記
事
が
手
が
か
り
と
な
る
。

今
日
祇
園
会
也
、
大

（
足
利
義
満
）

樹
御
棧
、
敷
土
岐
大
膳
大
夫
入
道
善
忠
用
意
之
、
十
間

五
間
女
中
、
三
間
御
座
、

二
間
近
習
輩
、
　

　

       

、
又
二
間 

近
習
并
善
忠
・

若
党
等
、　
　 

也
、

表
2
を
み
れ
ば
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
右
に
み
え
る
「
十
間
」
の
棧
敷
と
は
、
格

別
に
大
き
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、そ
の
う
ち
の
「
三
間
」
が
義
満
の
「
御

表 2　室町期祇園会の棧敷関連記事
西暦 年 月日 見物者 棧敷の所在 棧敷の規模 棧敷を沙汰したもの 出典

1340 暦応3年
6月7日 家君（中原師右） 四条万里小路与高倉間北頬 雑掌友阿 師守記
6月14日 家君（中原師右） 三条東洞院与烏丸之間南頬 師守記

1355 文和4年 6月14日 将軍（足利尊氏）・羽林（足利義詮）三条烏丸南頬 面七間 賢俊僧正日記
1364 貞治3年 6月14日 鎌倉大納言（足利義詮） 三条烏丸南頬 執事治部大輔（斯波義将） 師守記
1367 貞治6年 6月14日 鎌倉前大納言義詮卿 三条東洞院与高倉間南頬 五間 粟飯原弾正左衛門宿所 師守記

1374 応安7年
6月7日 将軍（足利義満） 治部少輔高秀（佐々木） 後愚昧記
6月14日 大樹（足利義満） 三条烏丸 山名（師義） 後愚昧記

1376 永和2年
6月7日 大樹（足利義満） 四条東洞院 後愚昧記
6月14日 大樹（足利義満） 三条東洞院 後愚昧記

1378 永和4年 6月7日 大樹（足利義満） 四条東洞院 賀州守護富樫介（昌家） 後愚昧記

1380 康暦2年
6月7日 大樹（足利義満） 十間 管領左衛門佐（斯波義将） 迎陽記
6月14日 大樹（足利義満） 十間・二間 土岐大膳大夫入道善忠（頼康）迎陽記

1419 応永26年
6月7日 淨居庵 四条高倉 康富記
6月14日 御所（足利義持） 管領亭棧敷 康富記

1422 応永29年 6月7日 淨居庵 四条高倉与万里小路間北頬 康富記
1425 応永32年 6月14日 御所様（足利義持） 三条富小路 細川右京大夫入道亭御棧敷 花営三代記

1428 正長元年
6月7日 室町殿（足利義教） 四条京極 佐々木（高数）亭 師郷記
6月14日 室町殿（足利義教） 三条富小路 右京大夫（細川持元）亭棧敷 師郷記・建内記

1446 文安3年 6月7日 聖護院御門下人・若王寺 岡崎僧正 四条烏丸南頬 山臥宿所二階上棧敷 師郷記
1451 宝徳3年 6月14日 室町殿（足利義政） 室町殿西面散敷・東面散敷 綱光公記
1453 享徳2年 6月7日 前左府（近衛房嗣） 鷹司高倉 師郷記
1464 寛正5年 6月14日 経覚 通玄寺内 三間二間 三門 経覚私要鈔
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座
」、
ま
た
「
五
間
」
に
「
女
中
」
た
ち
が
入
り
、
そ
し
て
残
る
「
二
間
」
に
「
近
習

輩
」
が
入
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
棧
敷
を
「
用
意
」
し
た
土
岐
善
忠
自
身
は
、
別
に
構
え
た

「
二
間
」
の
棧
敷
に
「
近
習
」
や
「
若
党
」
ら
と
と
も
に
入
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る

が
、
こ
こ
か
ら
は
「
二
間
」
の
棧
敷
で
も
か
な
り
の
人
数
が
お
さ
ま
る
規
模
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

残
念
な
が
ら
、
室
町
期
に
お
い
て
は
、
棧
敷
の
規
模
自
体
を
つ
た
え
る
史
料
が
少

な
く
、ま
た
そ
の
構
成
を
つ
た
え
る
も
の
も
右
の
史
料
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
少
し
時
代
は
さ
が
る
も
の
の
、
戦
国
期
の
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
六
月

二
七
日
に
足
利
義
晴
が
祇
園
会
を
見
物
し
た
際
に
構
え
ら
れ
た
棧
敷
を
参
考
に
み
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
と
き
の
見
物
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に㉖
、
義
晴
が

「
式
日
依
御
不
例㉗
」
り
、
六
月
二
七
日
に
あ
ら
た
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
だ
が
、

「
京（

高
清
）極

申
沙
汰㉘
」
に
よ
っ
て
構
え
ら
れ
た
棧
敷
は
、「
経
尋
記
」
六
月
二
七
日
条
に
よ

れ
ば
、「
三
条
御
所
」（「
三
条
高
倉
御
所
」）
の
「
未
申
角
」
に
所

在
し
、
そ
の
規
模
は
「
奥
江
二
間
」、
南
北
「
八
間
」
に
お
よ
ぶ

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、そ
の
構
成
に
つ
い
て
も
、同
じ
く
「
経
尋
記
」
に
「
南

二
間
御
廉（

簾
）下

、御前
、
次
二
間
、
右
京
兆
、

日
野
殿
、  

巌
清
院
、　

小
生
一
人
、 

次
二
間
、
近
習
・
奉

行
・
典
厩
等
也
、
次
二北

端間
、
廉
下
、
女
房
衆
、
已
上
八
間
也
」
と

み
え
、
八
間
が
二
間
づ
つ
に
分
ら
れ
て
、
一
番
南
側
か
ら
順
に

義
晴
、
管
領
細
川
高
国
ら
、
近
習
・
奉
行
ら
、
そ
し
て
女
房
衆

が
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
義
晴
と
女
房
衆
が
入
っ
た
「
二
間
」
に
は
お
の
お
の

「
御
簾
」
が
お
ろ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
実
際
、『
二
水
記
』
六

月
二
七
日
条
に
描
か
れ
た
棧
敷
の
絵
（
図
1
）
を
み
て
も
、南
北

の
「
二
間
」
の
と
こ
ろ
に
だ
け
御
簾
が
お
ろ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

じ
つ
は
こ
の
よ
う
な
棧
敷
を
描
い
た
絵
、
と
り
わ
け
室
町
殿
に
か
か
わ
る
棧
敷
を

描
い
た
絵
と
し
て
は
、
こ
の
『
二
水
記
』
に
描
か
れ
た
も
の
が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
、「
八
間
」
と
か
「
二
間
」
と
い
う
と
き
の

「
間
」
と
は
、
柱
と
柱
の
あ
い
だ
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
全
体
に
屋
根

が
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

季
節
が
ら
祇
園
会
式
日
は
、
当
時
の
記
録
を
み
て
い
て
も
、
六
月
七
日
・
一
四
日

と
も
に
「
甚
雨
」、あ
る
い
は
「
夕
立
」
と
い
っ
た
天
候
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
よ
っ
て
、
山
鉾
な
ど
風
流
が
「
悉
雨
ニ
逢㉙
」
う
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、

そ
の
点
か
ら
み
て
も
棧
敷
に
屋
根
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
の
は
お
そ
ら
く
大
永
二
年
に

か
ぎ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
別
稿
で
も
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
足
利
義
持
が
父
義
満
の
祇
園

会
見
物
の
あ
り
か
た
を
意
識
し
て
六
月
七
日
の
見
物
を
お
こ
な
わ
ず
、
六
月
一
四
日

に
の
み
細
川
宿
所
へ
御
成
し
見
物
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
義
政
に
い
た
る
歴
代

の
室
町
殿
た
ち
は
、
六
月
七
日
か
、
あ
る
い
は
一
四
日
の
ど
ち
ら
か
い
っ
ぽ
う
に
御

成
し
て
見
物
す
る
と
い
う
選
択
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
慣
例
化
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
棧
敷
も
ま
た
一
種
常
設
化
し
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
以
降
、
足
利
義
教
が
六
月
一
四
日
の
見
物

を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、『
建
内
記㉚
』永
享
一
一
年（
一
四
三
九
）

六
月
一
四
日
条
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

御
移
徙
上
御
第
之
後
、
及
多
年
、
無
今
日
御
見
物
、
細
川
宿
所
引
移
上
在
所
、

仍
御
棧
敷
壊
却
之
故
歟
、　

右
の
記
事
か
ら
は
、
ま
ず
義
教
が
「
上
御
第
」（
室
町
殿
、
花
御
所
）
へ
移
徙
し
た

図1（大日本古記録『二水記』二、124頁より）
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こ
と
に
と
も
な
い
、「
細
川
宿
所
」
も
ま
た
「
上
在
所
」（
上
辺
、
上
京
）
へ
引
き
移
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
細
川
宿
所
が
引
き
移
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
、「
御
棧
敷
壊
却
」
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、「
近
年
儀㉛
」
と
い
わ
れ
た
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
以
降
、
ほ
ぼ
毎

年
の
よ
う
に
六
月
一
四
日
に
義
持
が
細
川
宿
所
へ
御
成
し
て
祇
園
会
を
見
物
し
つ
づ

け
た
結
果
、
棧
敷
も
ま
た
常
設
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
室
町
殿
の
棧
敷
で
は
な
い
が
、
棧
敷
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
師
郷
記32
』
文
安
三

年
（
一
四
四
六
）
六
月
七
日
条
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
興
味
深
い
話
を
つ
た
え
て
い
る
。

神
幸
之
時
、
於
四
条
東
洞
院
、
大
政
所
駕
与（

輿
）丁

与
少
将
井
駕
与
丁
喧
嘩
出
来
、

死
者
三
人
、
手
負
少
々
有
之
云
々
、
四
条
烏
丸
南
頬
山
臥
宿
所
有
之
、
二
階
上

構
棧
敷
之
間
、
大
政
所
駕
与
丁
等
可
壊
之
由
責
之
、
欲
及
喧
嘩
之
時
分
、
此
事

出
来
之
間
、
此
棧
敷
無
為
云
々
、
彼
棧
敷
、
今
日
聖
護
院
御
門
下
人
・
若
王
寺

岡
崎
僧
正
以
下
少
々
有
之
云
々
、

右
に
よ
れ
ば
、「
四
条
烏
丸
南
頬
」
に
あ
っ
た
「
山
臥
宿
所
」
の
「
二
階
上
」
に
棧

敷
が
構
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
三
基
の
神
輿
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
大
宮
を
舁
く
「
大
政

所
駕
与
丁
等
」（
大
宮
駕
輿
丁33
）
に
よ
っ
て
「
可
壊
」
し
と
「
責
」
め
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
お
り
ふ
し
、
そ
の
「
大
政
所
駕
与
丁
」
と
同
じ
く
三
基
の
神

輿
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
少
将
井
を
舁
く
「
少
将
井
駕
与
丁
」
と
の
あ
い
だ
で
喧
嘩
が

お
こ
っ
た
た
め
、
偶
然
に
も
棧
敷
は
「
無
為
」
だ
っ
た
と
い
う
。

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
問
題
の
棧
敷
に
は
、「
聖
護
院
御
門
下
人
・
若
王
寺

岡
崎

僧
正
」
ら
が
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
棧
敷
を
構
え
た
「
山
臥
」
と
は
、
い
わ
ゆ

る
本
山
派
の
山
伏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
む
し
ろ
こ
こ
で

目
を
ひ
く
の
は
、「
二
階
上
」
に
棧
敷
を
構
え
、
そ
こ
か
ら
見
物
す
る
こ
と
に
な
ん
ら

か
の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

そ
の
問
題
が
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な

い
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
室
町
期
に
お
い
て
「
二
階
上
」
の
棧
敷
の
こ
と
を
記

し
た
史
料
は
こ
れ
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、
戦
国
期
で
は
、「
於

屋
上
見
物
之34
」
や
「
屋
根
ニ
刷
棧
敷35
」、あ
る
い
は
「
小
ハ
ン
東
屋
」
と
い
う
「
四
条

之
町
屋
自
二
階36
」
見
物
し
た
と
い
う
記
事
な
ど
も
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
問
題
が
す

ぐ
れ
て
室
町
期
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
棧
敷
を
構
え
な
い
内
裏
・
仙
洞
の
祇
園
会
見
物

と
こ
ろ
で
、表
2
を
み
て
み
る
と
、宝
徳
三
年（
一
四
五
一
）と
享
徳
二
年（
一
四
五
三
）

の
と
こ
ろ
だ
け
、
さ
き
に
ふ
れ
た
通
常
の
場
所
と
は
異
な
る
場
所
に
棧
敷
が
構
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
じ
つ
は
こ
の
両
年
と
も
に
室
町
殿
足
利
義
政
が
下
辺（
下

京
）
へ
御
成
を
せ
ず
、
山
鉾
な
ど
風
流
の
ほ
う
が
上
辺
（
上
京
）
ま
で
北
上
し
、
当
時

の
義
政
御
所
で
あ
っ
た
烏
丸
殿
へ
と
参
上
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る37
。

こ
の
う
ち
、
山
鉾
が
ど
の
よ
う
に
し
て
北
上
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
く
わ
し

く
つ
た
え
て
い
る
の
が
、『
師
郷
記
』
宝
徳
三
年
六
月
一
四
日
条
で
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
万
里
小
路
北
行
、
鷹
司
□（

西
）行

、
高
倉
北
行
」
と
あ
り
、
義
政
は
「
室
町
殿
」（
烏

丸
殿
）
の
「
四
足
北
」
に
棧
敷
を
構
え
て
見
物
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
こ
と
を

つ
た
え
る
「
綱
光
公
記38
」
同
日
条
で
は
、「
室（

足
利
義
政
）

町
殿
於
西
面
御
散（

棧
）敷

御
見
物
」
し
、
ま

た
「
女
房
達
於
東
面
散（

棧
）敷

見
物
」
と
あ
る
の
で
、
高
倉
小
路
を
は
さ
ん
で
東
側
に
義

政
の
棧
敷
、
西
側
に
「
女
房
達
」
の
棧
敷
が
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

享
徳
二
年
の
と
き
の
道
筋
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、『
師
郷

記
』
享
徳
二
年
六
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、「
前
左
府
」（
近
衛
房
嗣
）
の
棧
敷
が
「
鷹
司
高
倉

」

に
構
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
宝
徳
三
年
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
し
て
義
政

ら
は
見
物
し
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
も
ま
た
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
両
年
に
わ
た
っ
て
、
内
裏
（
後
花
園
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天
皇
）
も
仙
洞
（
貞
成
親
王
）
も
北
上
し
た
祇
園
会
山
鉾
を
見
物
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

川
上
貢
氏39
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
後
花
園
天
皇
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

九
月
の
内
裏
焼
失
に
と
も
な
い
伏
見
殿
へ
う
つ
り
、康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
の
新
内

裏
落
成
ま
で
そ
こ
を
仮
内
裏
と
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
貞

成
親
王
も
土
御
門
高
倉
南
西
角
の
三
条
実
量
邸
に
移
住
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
位
置
関
係
か
ら
貞
成
親
王
の
ほ
う
が
高
倉
小
路
を
北
上
す
る
山
鉾
を
さ
き
に
見

物
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

実
際
、『
師
郷
記
』
宝
徳
三
年
六
月
一
四
日
条
に
も
「
仙
洞
御
前
　

内
裏
東
□〻
令

通
之
」
と
み
え
る
が
、
そ
れ
で
は
、
内
裏
や
仙
洞
も
ま
た
義
政
ら
と
同
じ
よ
う
に
棧

敷
を
構
え
て
祇
園
会
を
見
物
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
記
す
史
料

は
現
在
の
と
こ
ろ
み
あ
た
ら
な
い
が
、「
綱
光
公
記
」
宝
徳
三
年
六
月
一
四
日
条
に
参

内
し
た
広
橋
綱
光
が
「
於
東
門
前
御
見
物
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
天
皇

は
仮
内
裏
の
「
東
門
」
の
内
側
で
見
物
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、『
師
郷
記
』
に
は
、
宝
徳
三
年
の
と
き
も
、
ま
た
享
徳

二
年
の
と
き
も
「
内
々
為　

御
見
物
欤
」「
内
々
御
見
物
欤
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
仙
洞
と
目
さ
れ
る
貞
成
親
王
が
こ
の
と
き
ど
の
よ
う
に
見
物
し
た
の
か

に
つ
い
て
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
仙
洞
御
前
」
を
山
鉾
が
「
通
」
っ
た
と
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
仙
洞
も
ま
た
御
所
内
か
ら
見
物
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
室
町
殿
が
か
な
ら
ず
棧
敷
を
構
え
て
祇
園
会
を
見
物
し
た
の
に
対

し
て
、
内
裏
や
仙
洞
は
、
棧
敷
を
構
え
ず
、
お
の
お
の
御
所
内
か
ら
見
物
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
違
い
が
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
、
内
裏
や
仙
洞
が
容
易
に
は
御
所
か
ら
移
動
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
か
っ
た
と
い

う
中
世
後
期
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
以
上
の
理
由
を
み
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
が
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
後
小
松
上
皇
が
応
永

三
一
年
（
一
四
二
四
）
に
祇
園
会
を
見
物
し
た
際
、実
際
に
は
「
ツ（

築
）キ

山
ニ
御
登
ア
テ
」

見
物
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
京
童
」
に
「
仙（
後
小
松
上
皇
）

洞
様
築
地
ノ
上
ニ
御
昇
」
り
「
此
ホ

コ
共
御
見
物40
」と
う
わ
さ
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
お
こ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
武
政
権
を
構
成
す
る
室
町
殿
と
内
裏
・
仙
洞
と
の
あ
い
だ

に
は
、
祇
園
会
を
見
物
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
室
町
期
の
祇
園

会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
問
題
と
は
す
な
わ
ち
、
当
時
「
唐
人
」
と
も
よ
ば
れ
た
明
や
朝
鮮
か
ら
の
外

交
使
節
に
よ
る
祇
園
会
見
物
で
あ
る
。

（
３
）
外
交
使
節
の
祇
園
会
見
物

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
室
町
期
に
お
い
て
は
、
室
町
幕
府
が
明
や
朝
鮮
と

の
あ
い
だ
の
対
外
関
係
を
お
も
に
担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
、
外

交
使
節
が
京
都
を
お
と
ず
れ
た
際
、
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
い
う
記
事
が
数
は
多
く

な
い
も
の
の
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
そ
の
記
事
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

祇
薗（

園
）会

結
構
唐
人
被
見
、
棧
敷
一（

義
貫
）色

用
意
云
々
、
公

（
足
利
義
教
）

方
御
棧
敷
京（

持
高
）極

如
例
、

右
は
、貞
成
親
王
の
日
記
『
看
聞
日
記
』
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
六
月
七
日
条
に

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
公
方
」
と
は
足
利
義
教
の
こ
と
で
あ
り
、

ち
ょ
う
ど
前
年
の
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
こ
ろ
よ
り
父
義
満
を
先
例
と
し
て
六
月
七

日
に
京
極
宿
所
へ
御
成
を
し
、
祇
園
会
を
見
物
し
は
じ
め
た
時
期
に
あ
た
る
。

い
っ
ぽ
う
、「
唐
人
」
と
は
、
遣
明
使
と
と
も
に
来
日
し
た
明
使
節
の
こ
と
で
あ

り
、
同
じ
く
『
看
聞
日
記
』
六
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
、「
唐
人
今
夕
入
洛
、
官
人
五
人
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乗
輿
、
騎
馬
輩
千
二
三
百
人
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
月
一
日
京
都
に
入
り
、
同

記
六
月
五
日
条
に
「
唐
使
室
町
殿
参
入
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
五
日
に
室
町
殿
で
義

教
と
対
面
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

そ
の
際
、「
唐
使
」
は
、「
宿
」
と
な
っ
た
「
樋
口
大
宮
道
場41
」
か
ら
「
官
人
五
人

乗
輿
、
騎
馬
輩
、
雑
人
等
六
七
百
人
」
な
ら
び
に
「
進
物
辛
櫃
五
十
合
・
鳥
屋
十
籠
・

鵝
眼
卅
万
貫
」
と
い
っ
た
行
列
を
し
た
て
て
、「
道
す
か
ら
奏
楽　
於
馬
上

吹

楽 

、」
し
つ
つ

室
町
殿
へ
と
参
入
し
、「
見
物
雑
人
群
集
数
十
万
人
、
希
代
之
見
物
也
」
で
あ
っ
た
と

も
『
看
聞
日
記
』
六
月
五
日
条
は
つ
た
え
て
い
る
。

右
に
引
用
し
た
記
事
は
、
そ
の
二
日
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
祇
園
会
を
室
町
殿
義
教

が
京
極
宿
所
に
構
え
ら
れ
た
棧
敷
で
見
物
し
、ま
た
明
使
節
も
「
一
色
」（
一
色
義
貫
）

が
「
用
意
」
し
た
棧
敷
で
見
物
し
た
と
つ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
室
町
殿

と
明
使
節
が
と
も
に
同
じ
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
い
う
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
わ
け

だ
が
、
棧
敷
を
構
え
た
一
色
義
貫
が
と
き
の
侍
所
頭
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ

せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
室
町
幕
府
に
よ
る
一
種
の
外
交
的
な
接
待
で
あ
っ
た
と
み
る

の
が
自
然
だ
ろ
う42
。

こ
こ
か
ら
は
、
祇
園
会
を
見
物
す
る
こ
と
が
外
交
的
な
接
待
の
一
部
と
し
て
室
町

殿
に
よ
っ
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は

こ
の
と
き
の
見
物
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
、『
看
聞
日
記
』

六
月
八
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

重（
庭
田
）賢

帰
参
、
祇
園
会
見
物
云
々
、
唐
人
見
物
無
其
儀
、
先
例
不
吉
之
間
、
公

（
足
利
義
教
）方

不
被
仰
、
而
一（

義
貫
）色

棧
敷
用
意
、
例
之
虚
説
比
興
也
、
公
方
ハ
御
見
物
云
々
、

右
に
み
え
る
よ
う
に
、
庭
田
重
賢
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
使
節
の
見
物
が

実
行
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
い
う
の
は
、「
先
例
不
吉
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
公
方
」

が
「
仰
」
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
い
う
「
先
例
」
が
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
、
対
外
関
係
史
の
立
場
か
ら

右
の
記
事
を
と
り
あ
げ
た
関
周
一
氏43
は
、
そ
の
「
先
例
」
を
「
以
前
の
明
使
に
つ
い

て
は
確
認
で
き
な
い
」
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
お
よ
そ
一
〇
年
前
に
み
ら
れ
た

右
の
よ
う
な
記
事
と
の
関
連
を
想
定
し
て
い
る
。

祇
園
会
、
高
麗
人
々
被
見
云
々
、
去
月
自
高
麗
進
物
数
万
貫
・
一
切
経
等
渡
之
、

使
節
於
宝
幢
寺
室（

足
利
義
持
）

町
殿
有
正
看
云
々
、

（
頭
書
）

「
後
聞
、
唐
人
不
見
物
云
々
、」

右
の
記
事
も
ま
た
『
看
聞
日
記
』
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
六
月
七
日
条
に
み
え

る
も
の
だ
が
、
こ
の
と
き
は
明
使
節
で
は
な
く
、「
高
麗
人
」（
朝
鮮
使
節
）
で
あ
っ
た

点
が
大
き
く
こ
と
な
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
さ
き
の
明
使
節
の
と
き
と
同
様

に
、
外
交
的
な
接
待
と
し
て
室
町
殿
義
持
が
朝
鮮
使
節
に
祇
園
会
を
見
物
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
頭
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

実
際
に
は
「
唐
人
」（「
高
麗
人
」）
の
見
物
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

関
氏
は
、こ
れ
が
永
享
六
年
で
問
題
と
な
っ
た
「「
先
例
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と

考
え
、こ
の
よ
う
に
明
使
節
や
朝
鮮
使
節
が
祇
園
会
の
見
物
を
「
拒
否
」
さ
れ
た
「
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
祇
園
会
が
御
霊
信
仰
に
基
づ
く
祭
礼
で
、
疫
病
流
行
を
除
去
す

る
神
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て

い
る
。

こ
の
見
解
は
、
の
ち
に
橋
本
雄
氏44
に
よ
っ
て
朝
鮮
使
節
の
京
都
で
の
宿
泊
先
が
尼

寺
で
あ
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、「
女
性
罪
業
観
（
差
別
）
と
、
外
国
人
差
別
と
が
、

ケ
ガ
レ
（
触
穢
）
観
念
を
通
じ
て
連
関
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
う
る
」
と
ま
で
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

関
氏
や
橋
本
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
女
性
罪
業
観
や
外
国
人
差
別
に
つ
い
て
言
及
で
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き
る
用
意
は
筆
者
に
は
な
い
が
、
た
だ
、
事
実
関
係
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
両
氏
は
不

思
議
と
重
要
な
事
実
を
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、関
氏
の
論
考
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

す
で
に
大
塚
氏
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

八
日
、
戊
寅
、
祇
薗（

園
）会

、
異
国
官
人
等
見
物
、
昨
日
依
降
雨
、
今
日
執
□
之
、

右
は
、『
南
都
真
言
院
伝
法
灌
頂
記45
』
応
永
一
一
年
（
一
四
〇
四
）
六
月
八
日
条
に

み
え
る
記
事
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
は
、
こ
こ
に
み
え
る
「
異
国
官
人
等
」
が
、
同
じ

く
『
南
都
真
言
院
伝
法
灌
頂
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
五
月
一
二
日
に
「
入
洛
」
し
、

そ
し
て
五
月
一
六
日
に
「
北
山
殿
」
で
義
満
と
対
面
し
た
明
使
節
と
確
認
で
き
る46
点

で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
右
の
記
事
か
ら
は
、
明
使
節
が
こ
の
と
き
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
い
う

事
実
が
読
み
と
れ
、
少
な
く
と
も
明
使
節
が
祇
園
会
の
見
物
を
「
拒
否
」
さ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
式
日
の
六
月
七
日
が

「
降
雨
」
で
あ
っ
た
た
め
、
祇
園
会
は
翌
八
日
に
延
引
さ
れ
、
そ
れ
を
明
使
節
が
見
物

し
た
と
も
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
義
満
が
式
日
を
延
引
さ
せ
て
ま
で
祇
園
会
を
明
使
節
に
見
物
さ
せ

よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
し
か
し
、
式
日
が
変
更
さ
れ
た
と
い
う
事
実

自
体
は
、
祭
礼
に
か
か
わ
る
「
先
例
」
と
し
て
は
け
っ
し
て
よ
い
も
の
と
は
と
ら
え

ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
さ
き
の
明
使
節
の
祇
園
会
見
物
に
か
か
わ
る
「
先
例
不
吉
」
と
は
、

こ
の
応
永
一
一
年
の
と
き
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
み

ず
か
ら
の
祇
園
会
見
物
の
先
例
を
父
義
満
に
も
と
め
て
い
た
義
教
に
と
っ
て
、
七
日

で
は
な
く
、
八
日
に
明
使
節
に
祇
園
会
を
見
物
さ
せ
た
と
い
う
先
例
ま
で
を
踏
襲
す

る
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
際
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ

の
結
果
と
し
て
永
享
六
年
の
と
き
は
明
使
節
に
よ
る
祇
園
会
見
物
が
実
行
さ
れ

な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、
応
永
三
〇
年
の
と
き
に
朝
鮮
使
節
の
祇

園
会
見
物
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
ま
で
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
義
持
は
父
義
満
を
意
識
し
て
六
月
一
四
日
に
の

み
祇
園
会
を
見
物
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
、
み
ず
か
ら
が
見
物
し
な
い
六
月
七

日
の
神
輿
迎
を
朝
鮮
使
節
に
見
物
さ
せ
よ
う
と
し
た
可
能
性
は
か
な
り
低
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
応
永
三
〇
年
の
と
き
は
、
当
初
よ
り
朝
鮮
使
節
に
よ
る
祇
園
会
見
物
は
予

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ

『
看
聞
日
記
』を
記
し
た
貞
成
親
王
の
耳
に
も
し
ば
し
ば
風
聞
と
し
て
入
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
京
都
を
お
と
ず
れ
た
外
交
使
節
に
対
し
て
室
町
殿
は
、

外
交
的
な
接
待
と
し
て
祇
園
会
を
見
物
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
え
る
と
い
う
認
識
が
共

有
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
外
交
使
節
に
祇
園
会
を
見
物
さ
せ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
内
裏
や
仙
洞
の
場
合
は
、

「
御
所
望
」
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、外
交
使
節
の
場
合
は
そ
れ
を
の
ぞ
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
以
上
、

何
ら
か
の
根
拠
を
も
っ
て
言
及
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

る47
。た

だ
、
そ
の
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
外

交
使
節
が
見
物
す
る
場
合
で
も
や
は
り
棧
敷
が
構
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
も
室
町
期
に
お
い
て
祇
園
会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な

く
と
も
幕
府
内
で
は
、
棧
敷
を
構
え
て
（
あ
る
い
は
構
え
さ
せ
て
）
見
物
す
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
棧
敷
を
構
え
ず
に
祇
園
会
を
見
物
し
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た
内
裏
や
仙
洞
の
あ
り
か
た
と
い
う
の
は
や
は
り
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

室
町
期
に
は
ま
が
り
な
り
に
も
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
祇
園
会
は
、
応
仁
・
文
明
の

乱
の
お
こ
っ
た
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
以
降
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、そ
れ
か
ら
三
三
年
た
っ
た
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
六
月
に
な
っ
て
よ
う
や

く
再
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
六
月
七
日
に
と
き
の
室
町
殿
（
室
町
将
軍
）
で

あ
っ
た
足
利
義
澄
（
義
高
）
が
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
従
来
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
そ
れ
は
、『
後
法
興
院
記48
』
六
月
七
日
条
に
「
武

（
足
利
義
澄
）

家
可
有
見
物
之
由
風

聞
処
、
下
行
物
過
分
間
、
不
事
行
云
々
、
仍
密
々
女
中
棧
敷
へ
被
罷
出
云
々
、
或

京（
細
川
政
元
）

兆
棧
敷
へ
ト
云
々
」
と
み
え
る
記
事
な
ど
が
史
料
的
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
記
事
は
、
義
澄
が
「
下
行
物
過
分
」
を
理
由
に
室
町
期
の
よ
う
に

は
棧
敷
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
女
中
棧
敷
」、
あ
る
い
は
「
京
兆
棧
敷
」
へ

「
密
々
」
と
「
罷
出
」
て
見
物
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
と
の
伝
聞
を
つ

た
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
も
っ
て
義
澄
が
見
物
し
た
と
い
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
が
、
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
室
町
期
に
お
い
て
は
室
町
殿
の
御
座
を
中

心
に
棧
敷
が
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
か
り
に
右
の
よ
う
な
か
た
ち
で

義
澄
が
祇
園
会
を
見
物
で
き
た
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
や
は
り
『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記49
』
六
月
七
日
条
が
「
公

（
足
利
義
澄
）

方
無
御
見
物
」
と
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、公
式
に

は
見
物
し
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
て
も
し
か
た
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
、
後
日
談
と
し
て
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
六
月
一
二
日
条
は
、「
祇
薗（

園
）会

ニ

ハ
公

（
足
利
義
澄
）

方
内
々
隠
蜜（

密
）ニ

テ
御
見
物
」
と
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、室
町
殿
が
「
内
々
隠

蜜（
密
）ニ

テ
」
祇
園
会
を
見
物
し
た
と
つ
た
え
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
室
町
期
と
比
較
し
た

と
き
、
異
常
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
く
ら
べ
る
よ
う
に
し
て
、
管
領
細
川
政
元
の
棧
敷
の
こ
と
が
、

「
四
条
面
ニ
ハ
細
川
棧
敷
五
間
」「
細
川
棧
敷
ハ
京
極
之
跡
辺
也
」
と
『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
点
は
特
徴
的
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
明
応
九
年
の
再
興
時
に
は
、
室
町
殿
義

澄
よ
り
も
管
領
細
川
政
元
の
見
物
の
ほ
う
に
人
び
と
の
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
と
も
に
、
祇
園
会
を
見
物
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
、

幕
府
内
で
は
棧
敷
を
構
え
て
見
物
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
祇

園
会
を
見
物
す
る
主
役
の
座
も
大
き
く
う
つ
り
か
わ
っ
て
い
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
同
じ
中
世
の
祇
園
会
と
は
い
っ
て
も
、
室
町
期
と
戦
国
期

と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
の
断
絶
に

つ
い
て
は
ま
た
、
つ
ぎ
に
み
え
る
見
物
の
よ
う
す
か
ら
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

度
々

下
京
ニ
テ
祇
園
エ（

会
）見

物
者
共
○
コ
ト
ヲ
シ
出
、
人
共
ウ
タ
レ
手
ヲ
ヒ
共
在
之

云
々
、

右
の
記
事
は
『
言
国
卿
記50
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
六
月
一
四
日
条
に
み
え
る
も

の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
室
町
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
棧
敷
を
構
え
て
見
物
す
る
特

定
の
人
び
と
と
は
異
な
る
「
見
物
者
共
」
の
存
在
が
目
だ
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、
彼
ら
の
よ
う
す
は
戦
国
の
気
風
さ
な
が
ら
き
わ
め
て
粗

野
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
同
記
六
月
一
四
日
条
に
み
え
る
「
以
外
悪
タ（

党
）ウ

共
在

之
、
人
共
ウ
チ
コ
ロ
シ
」、「
一
乱
ノ
ヤ（

様
）ウ

」
と
い
っ
た
記
事
か
ら
も
さ
ら
に
明
瞭
に

み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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こ
の
よ
う
な
よ
う
す
は
、
多
分
に
再
興
ま
も
な
い
興
奮
状
況
に
影
響
さ
れ
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、そ
れ
で
も
こ
れ
よ
り
の
ち
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史51
』
が
「
祭

り
の
数
日
前
に
、
各
町
内
と
そ
の
職
人
た
ち
に
、（
祭
り
の
当
日
）
持
ち
出
さ
ね
ば
な

ら
な
い
出
し
物
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
つ
い
で
当
日
に
な
る
と
、
朝
方
、
無
数
の
群

衆
が
、
こ
の
ま
つ
り
を
見
物
す
る
た
め
に
都
に
殺
到
し
て
来
る
」
と
つ
た
え
て
い
る

よ
う
な
、
戦
国
期
の
祇
園
会
が
そ
れ
を
に
な
う
人
び
と
も
、
ま
た
そ
れ
を
見
物
す
る

人
び
と
も
室
町
期
と
は
大
き
く
さ
ま
が
わ
り
し
て
い
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

お
そ
ら
く
、さ
き
に
ふ
れ
た
「
二
階
上
」
の
棧
敷
が
問
題
と
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
も
ま
た
同
じ
文
脈
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
祇
園
会
に
対
す
る
人
び
と
の
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

注①　
拙
稿
「
室
町
期
祇
園
会
と
公
武
政
権
―
見
物
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第

一
一
九
編
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
以
下
、
別
稿
と
は
こ
れ
を
さ
す
。

②　

桃
崎
有
一
郎
「
室
町
殿
の
朝
廷
支
配
と
伝
奏
論
―
〈
公
武
統
一
政
権
〉
論
の
再
考
に
む

け
て
―
」（
中
世
後
期
研
究
会
編
『
室
町
・
戦
国
期
研
究
を
読
み
な
お
す
』
思
文
閣
出

版
、
二
〇
〇
七
年
）。

③　

た
と
え
ば
、『
看
聞
日
記
』（
図
書
寮
叢
刊
）
応
永
二
八
年
六
月
七
日
条
に
は
、「
当

処
地
下
人
見
物
沈
酔
」
と
み
え
る
。

④　
『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要　

朱
雀
』
一
七
集
、
二
〇
〇
五
年
。

⑤　

拙
著
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
『
祇
園
祭

と
戦
国
京
都
』（
角
川
叢
書
、
二
〇
〇
七
年
）。

⑥　

二
木
謙
一
「
祇
園
会
御
成
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
輯
、

一
九
七
〇
年
、
の
ち
に
同
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
に

所
収
）。

⑦　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
一
九
、
文
和
四
年
六
月
一
九
日
条
。
橋
本
初
子
「
三
宝

院
賢
俊
僧
正
日
記
―
文
和
四
年
―
」（『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
三
号
、

一
九
九
三
年
）
も
参
照
。

⑧　
『
公
卿
補
任
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

54
』）
第
二
篇
。

⑨　
『
公
卿
補
任
』
第
二
篇
。

⑩　

山
路
興
造
「
祇
園
御
霊
会
の
芸
能
―
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
鞨
鼓
稚
児
―
（『
芸
能
史
研

究
』
九
四
号
、
一
九
八
六
年
、
の
ち
に
同
『
京
都　

芸
能
と
民
俗
の
文
化
史
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
）。

⑪　

同
じ
よ
う
な
表
は
、
す
で
に
亀
井
若
菜
氏
（『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て

の
美
術
史
―
室
町
将
軍
足
利
義
晴
と
土
佐
光
茂
の
絵
画
―
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
、

初
出
は
一
九
九
八
年
）
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
亀
井
氏
の
表
を
参
考
と
し

つ
つ
、
独
自
に
作
成
し
て
み
た
。

⑫　

史
料
纂
集
。

⑬　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
七
、
貞
治
六
年
四
月
二
六
日
条
。

⑭　

山
路
氏
前
掲
「
祇
園
御
霊
会
の
芸
能
―
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
鞨
鼓
稚
児
―
」
参
照
。

⑮　
『
群
書
類
従
』
第
九
輯
。

⑯　
『
続
群
書
類
従
』
第
一
三
輯
下
。

⑰　

山
路
興
造
「
祇
園
囃
子
の
源
流
と
変
遷
」（
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
編
『
講
座　

祇
園

囃
子
』
一
九
八
八
年
、
の
ち
に
同
『
京
都　

芸
能
と
民
俗
の
文
化
史
』
に
所
収
）。

⑱　

山
路
氏
前
掲
「
祇
園
御
霊
会
の
芸
能
―
馬
長
童
・
久
世
舞
車
・
鞨
鼓
稚
児
―
」
参
照
。

⑲　

拙
著
前
掲
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』、
同
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
参
照
。

⑳　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
五
、
貞
治
三
年
六
月
一
四
日
条

㉑　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
六
、
貞
治
四
年
五
月
四
日
条
。

㉒　
『
園
太
暦
』（
史
料
纂
集
）
観
応
二
年
六
月
七
日
条
。

㉓　

拙
著
前
掲
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』、
同
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
参
照
。

㉔　

拙
稿
前
掲
「
室
町
期
祇
園
会
と
公
武
政
権
―
見
物
を
め
ぐ
っ
て
―
」
参
照
。

㉕　

史
料
纂
集
。

㉖　

拙
著
前
掲
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』、
同
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』
参
照
。

㉗　
『
二
水
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
大
永
二
年
六
月
二
七
日
条
。

㉘　
「
経
尋
記
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
大
永
二
年
六
月
二
七
日
条
。

㉙　
『
満
済
准
后
日
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
本
）
永
享
三
年
六
月
一
四
日
条
。

㉚　

大
日
本
古
記
録
。
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い
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㉛　
『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
一
年
六
月
一
四
日
条
。

32　

史
料
纂
集
。

33　

大
宮
駕
輿
丁
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
祇
園
会
神
輿
駕
輿
丁
と
今
宮
神
人
―
室
町
・
戦

国
期
に
お
け
る
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
九
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。   

34　
「
和
長
記
」（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
写
本
）
文
亀
元
年
六
月
一
四
日
条
、『
後
法
成

寺
関
白
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
享
禄
二
年
八
月
七
日
条
。

35　
「
尊
鎮
法
親
王
御
記
」（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
写
本
）
天
文
一
三
年

六
月
七
日
条
。

36　
「
経
尋
記
」
大
永
二
年
六
月
二
七
日
条
。

37　

拙
稿
前
掲
「
室
町
期
祇
園
会
と
公
武
政
権
―
見
物
を
め
ぐ
っ
て
―
」
参
照
。

38　

国
立
公
文
書
館
写
本
。

39　

川
上
貢
『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
』（
墨
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）。

40　
『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
一
年
六
月
七
日
条
、
六
月
一
四
日
条
。
な
お
、「
兼
宣
公

記
」（
史
料
稿
本
）
応
永
三
一
年
六
月
一
四
日
条
に
「
仙
洞
巽
角
築
山
之
上
ニ
被
構
御

棧
敷
、
被
懸
翠
簾
、
於
此
所
御
見
物
云
々
」
と
み
え
る
が
、
御
所
内
か
ら
の
見
物
で
あ

り
、
室
町
殿
ら
の
棧
敷
と
は
か
な
り
異
質
な
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

41　

伊
藤
幸
司
氏
の
研
究
（「
中
世
後
期
外
交
使
節
の
旅
と
寺
」
中
尾
堯
編
『
中
世
の
寺

院
体
制
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
明
使
節
が
「
樋

口
大
宮
道
場
」
に
入
っ
た
の
は
、
室
町
殿
で
の
対
面
を
す
ま
せ
た
後
だ
っ
た
と
い
う
。

42　

す
で
に
大
塚
氏
前
掲
論
文
に
お
い
て
も
、「
外
国
使
節
の
接
待
と
し
て
の
演
出
」
と

い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
る
。

43　

関
周
一
「
中
世
後
期
に
お
け
る
「
唐
人
」
を
め
ぐ
る
意
識
」（
田
中
健
夫
編
『
前
近

代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

44　

橋
本
雄
「
朝
鮮
国
王
使
と
室
町
幕
府
」（
同
『
中
華
幻
想
―
唐
物
と
外
交
の
室
町
時
代

史
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
五
年
）。

45　
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
六
、
応
永
一
一
年
六
月
八
日
条
。

46　
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
六
、
応
永
一
一
年
五
月
一
六
日
条
。

47　

大
塚
氏
前
掲
論
文
で
は
、さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
外
国
使
節
の
接
待
と
し
て
の

演
出
」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
演
出
」
を
説
明
で
き
る
史
料
的
な
根
拠

は
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

48　

増
補
続
史
料
大
成
。

49　

増
補
続
史
料
大
成
。

50　

史
料
纂
集
。

51　

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史　

3
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九

年
）
第
一
二
章
（
第
一
部
三
六
章
）。

（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）


